
九州共立大学による「自律性」と「安全性」を完備したアダプテッド・スポーツ・コミュニティの開発支援
事業名

事業概要
●令和6年度から8年度までの3年間を対象に九州共立大学による「自律性」と「安全性」を完備したアダプテッド・スポーツ・
コミュニティの創出に向け、大学が有する「人材」「施設」「教育・研究」を活用しながら、包括的地域連携協定を
結ぶ市町との協働により各市町における「アダプテッド・スポーツ・アドミニストレーター（ASA）」の育成と「アダプ
テッド・スポーツ・クラブ（ASC）」の開発を学生と教員が支援することである。

アダプテッド・スポーツ・アドミニストレーター（ASA） アダプテッド・スポーツ・クラブ（ASC）
アダプテッド・スポーツの普及及び各種事業の企画・運営、広報等業務（ホームページ、
SNSでの情報発信等）、人材育成支援業務（学業支援、安全・安心対策、キャリア支援
等）を担うコミュニティ管理者を指す。

青少年から高齢者まで、様々なアダプテッド・スポーツを愛好する人々が、初心者から
トップレベルまで、それぞれの志向・レベルに合わせて参加できるという特徴を持ち、
地域住民により自主的・主体的に運営されるクラブを指す。 

成果目標実施体制 事業計画

《連携市町》

福岡県 「芦屋町」「水巻町」「中間市」
「遠賀町」「岡垣町」「宗像市」

令和6年

令和7年

令和8年

令和6年

令和7年

令和8年

○アダプテッド・スポーツ教室（年間3回）
○地域連携シンポジウム
○アダプテッド・スポーツ地域対抗運動会

○アダプテッド・スポーツ研究部による出前講座
○アダプテッド・スポーツ研究部による指導者養成講座
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○アダプテッド・スポーツ研究部による出前講座
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◎大学施設を活用して実施する取り組み

◎連携市町の公共施設を活用して実施する取り組み
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◎連携市町の公共施設を活用して実施する取り組み

◎大学施設を活用して実施する取り組み

◎連携市町の公共施設を活用し実施する取り組み
・6市町でのASA設置人数＜1市町10人＞  60人
・6市町でのASC設置数＜1市町1チーム＞ 6チーム

○6つの市町との連携体制を構築・発展させ、青少年

から高齢者までの地域住民が年齢や性別、ハンディ
キャップの有無に関わず、アダプテッド・スポーツを
行える環境設備（用具の貸し出し・指導者の養成）を
促進する。

○連携市町の公共施設にて開催する講座等において公認

資格を取得できる仕組みの本格的な展開やアダプテッ
ド・スポーツ指導に積極的な地域住民の資格取得の促進
等により、アダプテッド・スポーツに精通する指導者を
増やすことで、多世代のスポーツ活動を支援する。

○青少年から高齢者までもが、アダプテッド・スポーツを

習慣化できるような地域コミュニティを構築する。

《6市町におけるASAとASCの設置数》

（１）知識・情報・用具の有効活用に関する相互協力

（２）人材の育成・交流に関する相互協力
（３）事業の広報・啓発活動に関する相互協力

《学内体制》

アダプテッド・スポーツ研究部

鶴鳴記念館

学生トレーナー部CARE

地域連携推進センター

アダプテッド・スポーツ教室や
運動会の運営/指導スタッフを担当

九州共立大学アダプテッド・
スポーツプログラム運営委員会の

事務局として機能

アダプテッド・スポーツ教室・
運動会参加者を対象に、
安全・健康管理業務を担当

（スポーツ学部 松﨑淳研究室内）

アダプテッド・スポーツ教室・
運動会の会場となり、

青少年から高齢者までの交流拠点

本事業の立案及び、参加者を
対象とした効果測定

（見える化）と評価を担当

スポーツ・健康まちづくりLAB

安全対策 プログラム
運営


